
YOKOGAWAは、「Yokogawa's Purpose」を実現し、社会共通価値提供による成長（2030年度売
上高1兆円規模のグループ企業像）を目指しています。その原動力は社員一人ひとりの成長で
す。想定を超える事業環境の変化に果敢に立ち向かい、変化に合わせてマインドチェンジをし、
自らの能力やスキルを主体的に向上できる環境を実現していきます。

AG2023においては、社内オペレーションの最適化とマインドセットの変革（挑戦を奨励する
企業文化や組織風土を醸成）をする人財戦略をグローバルに徹底していきます。新事業、新分野
に進出するためには、そこで必要とされるケイパビリティをもつ人財を、グローバルレベルで迅
速に確保することが鍵となります。人財の質と量を見える化し、採用、教育、適正配置を行ってい
きます。採用やM&Aにより即戦力となる人財を確保するとともに、社員のマインドチェンジを促
し、リスキルするための教育環境を充実していきます。同時に「グローバルHRトランスフォー
メーションプロジェクト」により、人事制度・プロセス・HRデータベースの統合を行い、適正配置
の基盤をつくります。そして、人的資本である社員のケイパビリティ（人財力）とエンゲージメン
トを高める環境の実現により、グローバルチームの効率を最高に引きあげ、One Yokogawaで持
続的に社会共通価値を提供していくことを目指し、人的資本経営を実践していきます。

人財総務本部長

松井 幹雄

2022年度中間実績：1人当たりのラーニング時間　41.3時間
2023年度中期目標：1人当たりのラーニング時間　40.0時間

ラーニング目標と実績

　激動する外部環境変化に適応し、Yokogawa's​Purposeの体現、共創的なネットワークの形成、社会課題解決に関連する価
値創出、次世代リーダー育成を担う社長直轄の組織横断バーチャルチームです。20代から40代のミレニアル世代である若手
社員24名が未来シナリオを対話のツールとして、シナリオアンバサダーとして活動し、未来志向で組織や業界の垣根を越
え、多様なステークホルダーと未来を模索する対話を積み重ねています。

未来共創イニシアチブ　～共創型の次世代リーダー育成、社外との価値共創ネットワーク形成～

職務価値に基づく
グローバル人事制度の構築

事業・機能軸での
経営人財育成

人事リソースの
付加価値領域へのシフト

人事機能における従業員・
マネージャーの権限拡大

シームレスな
人事プロセスの実現
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変革のVision

組織と個人の
取組方向性をそろえ

成長につなげる
Objectives & 
Key Results

目標に沿って行動
できているか客観的に

振り返る多面的
フィードバック

客観的な行動指標
Yokogawa Leadership

Competencyをベースに
した目標設定・評価

多様性の受容・活用や
リーダーシップ
習得に向けた
トレーニング やりたい仕事への挑戦を

後押しする社内異動・
グローバル

リモートワーク制度

Y-universityなど
ビジネス特性・職種に

応じた専門知識の
学習機会

1人1人が
自律的に行動し、
YOKOGAWA
全体でお客様
をリードする

1人1人が
自律的に行動し、
YOKOGAWA
全体でお客様
をリードする

人事制度 人事機能 人事業務

グローバル共通システムの導入 人事システム

4 経営資本

人的資本

お客様を取り巻く事業環境が変化していく中、グローバル視点でお客様の課題を捉えて価値提供し「Yokogawa's Purpose」を
実現していくために、2021年度から本プロジェクトをスタートしました。人事制度・プロセスのグローバルでの統一と、それらを
効果的に運用するための人事ITシステムをグローバルに導入することをすすめ、「お客様起点で、クロスボーダーでの協働・最適
化が可能となる組織の仕組み」と「一人ひとりが、これから求められるあり方を理解し成長できる仕組み」の基盤づくりを行って
います。また、この変革では、社員一人ひとりが主役です。個人も組織も、これまでのやり方を変えなければならず、多くの努力と
工夫が必要です。だからこそ、現場と人事部門が連携し、マインドセットの変革も推進しています。

変化する時代の中で、お客様や社会に対して常に大きな価値を創出し続けられるよう、2018年10月に企業内大学「Yokogawa 
University」を開校し、社員が幅広い分野の専門知識やスキルを自ら身に付け、磨き続けるための環境を提供しています。学習の方
法は、世界各国の社員が共通して学べるよう、時間や場所の制約がないeラーニングを主体としていますが、各拠点に講師を配置
できるよう、各拠点での講師育成にも取り組んでいます。また、役員が講師となって社員への教育も行っています。誰もが自発的
に挑戦し続ける機会をつくり、意欲ある人財の学びの早期化を可能にするとともに、教え学び合う風土（Learning Company）を実
現し、社員の成長を通じて組織として永続的に成長できる企業への変革を目指しています。

Yokogawa University Learning Categories

YOKOGAWA人に求められるコンピテンシー

詳細は当社ウェブサイトをご参照ください。

https://www.yokogawa.co.jp/solutions/featured-topics/future-co-creation-initiative/

社員と会社がともに成長し続ける企業文化へ

グローバルHRトランスフォーメーションプロジェクト
～一人ひとりがYOKOGAWAを強くする～

メンバーは主業務と並行して、ステークホルダーとの対話を重ね、2022年度末には100以上の法人・団体と関係を築い
ています。彼らは、社内外の多様なコミュニティをつなぐバウンダリースパナーとして機能し、Yokogawa's Purposeにお
ける「つなぐ力」を強化しています。また、生成AIを活用した新研修プログラムの開発や、若手社員の対話活性化と能力向
上に取り組みながら、未来志向の経営と組織の探索を継続しています。

未来志向の経営・組織の探索

早稲田大学ガバナンス＆サステナビ
リティ研究所と共同で創設した産官学
連 携 の コ ミ ュ ニ テ ィ（Green Phoenix 
Project）を中心に、サステナビリティ、
DX、Well-beingな ど の 共 通 の 社 会 課 題
や経営課題に関する包括的な探求を行
うワークショップの実施を通じて、価値
共創ネットワークを広げています。

価値共創ネットワーク拡大と未来共創コミュニティ

シナリオプランニング手法を用いて若手社員が描いた未来シナリオは、業界や世代を超えた未来の対話ツールとなり
ました。このシナリオは人財育成・事業戦略・研究開発戦略などにも活用されており、未来の世界感の探求を促進していま
す。2022年12月には、BtoBからBtoBtoCへとスコープを拡大した2040年未来シナリオを描く新しい18名の若手社員チー
ムを発足させました。

シナリオプランニングで描いた2035年未来シナリオ
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■ DE&Iのマインドセット研修をグローバル全社員対象に展開
DE&I促進の重要性や無意識の偏見がどのように行動に影響するかなどについて理解を深めました。

■ DE&Iを方針の1つに掲げている人財マネジメントシステムの監査をグローバルに実施（2022年度：4拠点実施）
■ 障がい者の活躍推進

障害のある社員がそれぞれのスキルや経験を生かし、技術・製造・営業・事務などさまざまな分野で活躍しています。積極的な採用活
動を長年継続的に実施。2023年6月1日現在、国内グループでの雇用率は2.52％。

■ 女性の活躍推進
2015年4月にダイバーシティを推進する専任組織を設置。マネージャーに占める女性比率は2023年度までに横河電機単体で9.3%、グ
ローバルで12.5％を目標として、グループ全体で取り組んでいます。2021年4月には、内部昇格の女性執行役員が2名誕生し、2022年
度は、単体8.7%（+3.3%　2018年度比）、グローバル13.3%（+3.9%　2018年度比）となりました。

■ テレワークを中心とした働き方からハイブリッドワークへの変革
COVID-19の影響により、出社を前提とした働き方からテレワークを中心とした働き方へ大きく変化しました。この変化に伴い、さまざまな
制度や環境の整備を進めてきました。テレワークの普及により、個人のワーク・ライフ・バランスの実現が進んだ一方で、オンラインでは日
常のコミュニケーションが不足しているという課題も出てきています。YOKOGAWAの強みは、現場を知っていること、困難なプロジェク
トにも粘り強く取り組むこと、チームワークをもって難題を乗り越えることなど、リアルなコミュニケーションを通じて培われたものも多
くあります。そこで、テレワークとリアルなコミュニケーションの良い部分を組み合わせたハイブリッドワークの取り組みを始めています。

■ グローバル社員エンゲージメントパルスサーベイの実施・結果分析・改善活動
2022年度は、エンゲージメントパルスサーベイ（設問数を限定した簡易調査）を実施しました（結果は右ページ「指標と目標・実績」参
照）。結果を分析し、「非効率的な業務プロセス」が社員の活力とエンゲージメントの課題であることが分かりました。また、「マネー
ジャーと一般社員のつながり」についても、継続して取り組みが必要な状況です。多くの社員がリモートで仕事を行っている現状に
対し、言葉によるコミュニケーションが不足していることが１つの原因であると捉え、「コミュニケーション」と「チームワーク」を
キーワードとして改善を進めています。これらの課題により迅速に対処するため、各部門長が「持続可能なエンゲージメントの向上」
をミッションとし、数値目標をもって改善活動に注力しています。

■ YOKOGAWAグループの社内表彰制度Yokogawa Group Awardsを毎年実施
（2022年度　16件150名　授賞）

会社の戦略・方向性（AG2023/Three goals/Core Value）を体現した人・チームをロールモデル・グットプラクティクス
として認知・賞賛。

2022年度の主な実績

2022年度の主な実績

4 経営資本

YOKOGAWAが企業価値を高め、持続的に成長していくためには、社員エンゲージメントの向上が不可欠です。
社員が情熱をもって仕事に取り組み、組織の目標達成に貢献しているとき、組織のケイパビリティが向上し、ステークホルダー

への価値提供が高くなります。Yokogawa's Purpose・ビジョン・ミッションや価値観に共感し、組織の一員として誇りをもち、自
律的に貢献する姿を実現します。

取締役会は人的資本に対する課題へ適切な対応がなされていることを監視・監督しています。また、事業戦略や計画を議論する
際に人的資本に関する戦略や計画についても考慮しています。

YOKOGAWAグループは多様性を重視した、インクルーシブで公平性のある企業文化の創出を大切にしています。個々の人財が
もつさまざまな違いをお互いに認め合い、それを「個性」として受け入れ、誰もが安心して安全に自分らしく働ける環境のもと、そ
の能力を最大限に発揮し、ビジネスに貢献できるサステナブルな組織の構築を目指しています。 

人種・国籍・性別・宗教・年齢・社会的身分・障害の有無にかかわらず、多様な経験・知識・感性・視点・文化 ・背景・価値観などをもつ
人財を積極的に採用・育成登用しています。そして、デジタル技術を活用して柔軟な働き方を実現し、相互尊重に基づくコミュニ
ケーションと建設的なコラボレーションを行うことで 、お客様、パートナー、サプライヤーとのイノベーションと新たな価値の
共創を促進していきます。

YOKOGAWAグループは、6つの貢献分野に対して、社会への貢献の度合いを測る長期的な指標(社会インパクト指標)と、AG2023
において社会へ貢献する事業の成長を測る中期的な指標(事業活動指標)を定めています。その中で、人的資本および多様性に関連
する自社の注力領域を「労働安全衛生、人権尊重」「社員のWell-beingとエンゲージメント」「変革に向けた人財育成と能力開発」

「ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョンの推進」とし、指標と目標は以下のとおり設定して取り組んでいます。

YOKOGAWAグループがグローバルに展開する事業活動において、多様な人財が集い、一人ひとりが持てる能力と個性を最大限
発揮できるようにすることが非常に重要です。人財の流動性が高まる中、採用競争力が低下することで新卒採用や中間採用にお
ける人財獲得が計画・目標どおりに進まなくなること、従業員の離職により組織の総合力が低下することが最大のリスクです。従
業員に成長の機会を提供し、活躍しやすい環境を整備することでリスク低減に努めています。

人的資本

私たちは、魅力的な時代を生きています。それは誰もが安心して、安全に自分らしく、その能力を最大限
に発揮し、一体感をもって働ける文化を自ら創り出していける時代です。ダイバーシティ・エクイティ＆
インクルージョン（DE&I）の実現は、私たちにダイナミックな発想の転換・イノベーションの力を与え、全社
員・パートナー・コミュニティおよび地球の全ての人々に成功をもたらすことができると信じています。

人財総務本部
DE&I・組織マネジメントCoE部長

グローバルトレーニング
センター長

Karen Murray

Ang Aik Leong

マインドセットトランスフォーメーション：
お客様の価値創出に向けた人財育成

営業部門では、物売りから価値売りへと、お客様の潜在的な課題の探索と価値創出につながる提
案力強化のために、マインドセットトランスフォーメーション（MX: Mindset Transformation）に
取り組んでいます。この取り組みを人財育成面から支援する目的で営業統括本部にGTCを設置、提
案力強化に必要な営業スキルと業種知識、組織の学びを高めるトレーニングをグローバルに展開
しています。

グローバルトレーニングセンター（GTC: Global Training Center）の発足

3つのトレーニングプログラム

お客様の潜在的な課題、ニーズを探索していくためには、あらかじめ
業種知識を持つことはもちろん、どこに新しい視点、課題がありそうか、
お客様の気付きを誘発するいくつかの仮説を準備し、会議に臨むこと
が重要になってきます。またお客様との長期的な信頼関係構築の為に
も商談スキルは重要です。トレーニングでは商談のプロセスを構造的に
整理したツールを活用し、お客様のリアクションや共感度の視点で、商
談スキルを評価することで必要なスキルの強化につなげています。

さらに、組織としての学びの意欲を高めるために、マネージャーには
コーチングトレーニングをして、部下がお客様視点で改善点を見出す
ことができるように支援しています。

このように、今まで捉えにくかったお客様の潜在的な領域にまで踏
み込んで、人財育成をグローバルに展開しています。今後も各地域の営
業活動を理解し最適なトレーニングを提供することで、営業とお客様
との間の価値共創を支援していきます。

活動概要

特集

１．価値創出に重点を置いた営業スキルトレーニング
２．お客様との会話を深める業種知識トレーニング
３．学びの意欲を高めるコーチングトレーニング

価値創出に重点を置いた営業スキルトレーニングの
フォーカスポイント

営業トレーニング（Yokogawa South Africa）

マインドセット
トランス

フォーメーション

価値創出に重点を置いた
営業スキルトレーニング

お客様との
長期的信頼関係構築

お客様の共感を得る

お客様の潜在課題探索

貢献分野 注力領域 指標 FY23目標 FY22実績

安全と
健康の向上 労働安全衛生、人権尊重 ISO45001認証取得実績 主要拠点での取得

（12拠点）
主要拠点での取得

（10拠点）

能力を発揮
できる
環境の実現

社員のWell-beingとエンゲージメント エンゲージメントサーベイスコア 81% 76%

変革に向けた人財育成と能力開発 1人当たりのトレーニング時間 1人当たり40時間 41.3時間

ダイバーシティ、
エクイティ＆インクルージョンの推進

女性管理職比率 12.5% 13.3%

障害者雇用率（日本） 2.50% 2.52%

詳細は当社ウェブサイトをご参照ください。

https://www.yokogawa.co.jp/about/careers-j/diversity-equity-inclusion-japanese/

リスクマネジメントについては、P90も併せてご参照ください。

コーポレートガバナンスについては、P72も併せてご参照ください。

社員エンゲージメントの向上

ガバナンス

リスク管理

指標と目標・実績

ダイバーシティ、エクイティ&インクルージョン（DE&I）の推進
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